
馬の学校通信 ２０１５．６  vol.５８ 

発行 馬の学校 

事務局 〒468-0007 愛知県名古屋市天白区植田本町 3-1105-302  TEL/FAX：052-805-2920 

E-mail：mine@horseschool.org  ホームページ：http://www.horseschool.org         
       

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

馬の学校 15 周年記念イベント開催！ 

馬の学校 15 周年を記念して、山梨県・清里の小須田牧場に

て下記イベントを実施します。感謝の気持ちを込めて、「ミルキ

ーと友達になろう」ではより多くの方に参加していただけるよ

うにし、お昼は皆でバーベキューを楽しめるようにしました。 

15 周年イベント 

日 程：8 月８日（土）・９日（日）  

＜10 時～12 時＞ 

  ミルキーと友達になろう（裸馬体験と馬の世話） 

内 容：ミルキーの裸馬体験・ブラシがけ・水あげなど 

対 象：子どもから大人まで（年齢制限なし） 

定 員：15 名程度／回   参加費：1,500 円／回 

＜12 時～13 時 30 分＞ 

バーベキュー＆ウマクイズ大会 

内 容：バーベキュー・ウマクイズ大会（賞品あり！） 

参加費：1,940 円／人 

＜14 時～16 時＞ 

馬に乗ろう（レッスン or フリー騎乗と馬の世話）  

内 容：レッスン or フリー騎乗・ブラシがけ・馬小屋掃除など 

対 象：レッスン 小学 1 年生～／フリー騎乗 乗馬経験者 

定 員：レッスン・フリー騎乗合わせて７名程度 

 参加費：レッスン  7,500 円／回 

フリー騎乗 7,200 円／回 

 

お申込みは、会員の方は 6 月 16 日から、一般の方は 6 月

18 日から、電話・FAX・メールにて事務局まで。（締め切りは

7 月 20 日です。それ以降は、空きがあれば受け付けますので、

峯崎の携帯 090-9867-5611 までご連絡ください） 

＊留守電の場合は、お名前と希望するプログラムをお伝えください。折

り返し、こちらからお電話いたします。 

 

春のプログラム 活動報告 

 馬とのふれあいプログラム（4/5） 

 ご兄妹２名の参加で、のんびりと行いました。乗馬では

方向転換に挑戦し、ブラシがけや馬小屋そうじにもじっく

りと取り組みました。 

 

 

 

      

ファミリープログラム（4/１８） 

 3 家族の参加で、子どもたちは 2 歳から 12 歳までの 5

名でにぎやかに行いました。ポニーのはなちゃんの大活躍

で、馬とふれあい、遊び、仲良くなりました。 

 

 

 

               

 

 

 

 

宿泊希望の方は、牧場内に宿泊可能

（4,000 円／人～）ですので、プロ

グラム申し込み時にお伝えください 

 夏のプログラム 参加者募集 

ミルキーと友達になろう（裸馬体験と馬の世話） 

日 程：8 月 3 日（月）～7 日（金） 

    各日 午前 10 時～12 時 

内 容：ミルキーの裸馬体験・ブラシがけ・水あげなど 

対 象：子どもから大人まで（年齢制限なし） 

定 員：5 名／回   参加費：2,500 円／回 

 お申込みは会員の方は 6 月 16 日から、一般の方は

６月 18 日から、電話・FAX・メールにて事務局 

まで。（締め切り等、左記イベントの申込みと同様です） 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おすすめの本 

『はしっこに、馬といる』 

カディブックス  河田 桟 著 

 以前ご紹介した『馬語手帖』の第 2 弾です。馬と

の関わり方について、独自の視点から書かれていま

す。「いちばんたいせつなのは、馬の気持ちによく耳

を傾け、愛情と敬意をもって接する 

こと。ウマの視線で世界を見ようと 

すること。ウマの時間に合わせるこ 

と。『馬語』で話し合うこと。」 

自分自身の馬との関わり方を、見直 

す機会にもなります。 

                   

＜神馬鈴＞ 

「神馬
し ん め

鈴
すず

」は八幡
や は た

さまの総本宮
そうほんぐう

である大分
おおいた

・宇佐
う さ

神宮
じんぐう

のお守
まも

りです。八
や

幡
はた

さまのお使
つか

い 

は鳩
はと

が有
ゆう

名
めい

ですが、「白
はく

馬
ば

に乗
の

った八
や

幡
はた

さまが近
ちか

くの山
やま

を自
じ

由
ゆう

に駆
か

けまわった」という伝
でん

説
せつ

 

が残
のこ

る宇
う

佐
さ

神
じん

宮
ぐう

では、古
ふる

くから白
はく

馬
ば

が神
かみ

さまのお使
つか

いの神
しん

馬
め

とされています。 

 神
しん

馬
め

鈴
すず

は、神
しん

馬
め

の 装
しょう

束
ぞく

を元
もと

につくられ、 昔
むかし

から神
じん

宮
ぐう

で授
じゅ

与
よ

されているもの。鞍
くら

に立
た

った紅
こう

白
はく

の御
ご

幣
へい

は 

神
かみ

さまが降
お

りてくる場
ば

所
しょ

の 印
しるし

。絵
え

巻
ま

き物
もの

にも残る神
しん

馬
め

の 姿
すがた

を、今
いま

に伝
つた

えているのです。 

 ＜初鼓＞ 

 旧
きゅう

暦
れき

１月
がつ

に 催
もよお

される鹿
か

児
ご

島
しま

神
じん

宮
ぐう

の初
はつ

午
うま

祭
さい

は、鹿
か

児
ご

島
しま

に春
はる

を告
つ

げるお祭
まつ

りのひとつ。それに欠
か

か 

せないのが、「初
はつ

鼓
つづみ

」、通
つう

称
しょう

「ポンパチ」です。お祭
まつ

りの主
しゅ

役
やく

は、お囃
はや

子
し

に合
あ

わせてステップを踏
ふ

 

みながら参
さん

道
どう

を進
すす

む、鈴
すず

掛
か

け馬
うま

。たくさんの鈴
すず

や花
はな

飾
かざ

り、大きな紙
かみ

張
ば

りの豆
まめ

太
だい

鼓
こ

などで盛
せい

装
そう

しています。 

初
はつ

鼓
つづみ

は、馬
うま

を飾
かざ

る豆
まめ

太
たい

鼓
こ

をそのまま小
ちい

さくして玩具
が ん ぐ

にしたもの。柄
え

を回
まわ

せば、糸
いと

の先
さき

の大
だい

豆
ず

が太
たい

鼓
こ

を 

叩
たた

き、ポンポンと懐
なつ

かしい音
おと

がします。凛
りり

々しい馬
うま

が描
えが

かれた初
はつ

鼓
つづみ

は、「うまくいく」の言
こと

葉
ば

にかけて、 

家
か

内
ない

安
あん

全
ぜん

や 商
しょう

売
ばい

繁
はん

盛
じょう

のお守
まも

りとしても愛
あい

されています。     参考文献：『天然生活』2014 年 2 月号 

馬のおもちゃ⑦ ロディ 

 ご存知の方も多いかと思いますが、ロディはイタリ 

アのレードラプラスティック社が発売している、馬を 

モチーフにした乗用玩具です。耐荷重 200kg なので、

大人が乗っても大丈夫。娘は昨年のクリスマスに祖母 

からプレゼントとしてもらったのですが、色は自分で 

青色に決めました。初めの頃に落馬（！）してからし 

ばらく乗らなかったのですが、最近は上手に乗れるよ 

うになり、自らパカパカと言いながら 

乗ったり、世話の真似事 

をしたりして楽しんでい 

ます。 

編集後記 何かと不安定な気候が続いていますが、いかがお過ごしでしょうか。おかげさまで馬の学校

も 15 周年を迎えることができ、参加者の皆様、ご協力ご支援いただいてきた皆様に心より感謝申し上げます。8

月には小須田牧場で記念イベントを実施しますので、ぜひご参加いただき、久しぶりに馬と触れあい、馬とのゆっ

たりとした時間を過ごしていただくきっかけになればと願います。 

6 月初めに娘と小須田牧場を訪れました。初めのうちは昨年よりも馬に対して警戒心が強いように感じました。

でも、3 日間のんびり過ごす中で、一人でポニーに乗ったり、一人でミルキーににんじんをあげたりと、ちょっぴ

り勇気を出して自分からやってみることがありました。その時の満足そうな、得意そうな顔を見て、そして帰って

きてからも何度も話す様子を見て、「待つ」ことの大切さを改めて感じました。        （峯﨑 友香理） 


